
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年６月号 

県内で 空き巣・忍び込み事件が 

発生しています！ 

＼ご注意ください！／ 

被害の５６％が、 

無施錠の扉や窓からの侵入です！ 

今年４月末まで県内において、空き巣などの住宅対象侵入窃盗の被害件数は、４１件 

発生しています。 

こうした住宅侵入盗は、日頃の防犯対策に被害を防ぐポイントがあります。 

大切な財産と命を守るため、犯人の手口を知り、自宅が狙われない工夫をしましょう。 

 

 

 

※Ｒ5.1～4末に県内で発生した 

空き巣・忍び込み被害（全４１件）の内訳 

Ｑ．在宅中や、ほんの少しの外出なら、玄関や窓の鍵を施錠しなくても大丈夫？ 

Ａ．ＮО！犯人は犯行に時間をかけません。少しの合間を狙って侵入される危険があります！ 

 

 

 

Ｑ．２階なら入ってこられないはずだから、窓の鍵は空けておいてもいい？ 

Ａ．ＮО！２階の窓でも油断は禁物。物置などをよじ登って侵入されるかもしれません！ 

 

 

 

＼「在宅中/短時間の外出」でも「上階」でも、鍵の戸締りは徹底しましょう！／ 

 

●戸締まりＱ＆Ａ 

まずは、「戸締まり」・「鍵の施錠」から！ 

＼  『６月９日』はロックの日 ｢我が家のカギを見直そう！｣  ／ 
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消費者ホットライン 

(局番なしの３桁)１８８ 

警察相談専用電話 

＃９１１０ 

香芝警察署 香芝市役所 

 

 

 「あやしいな？」と思ったらご相談ください ＳＴОＰ！特殊詐欺 

身近な家族・友人 

もっと対策を強化するために 

●家周辺の見通しや防犯設備をチェック 

・植え込みを低くしたり、塀やベランダを格子にしたりして、見通しを良くする。 

・物置のほか、自転車、ポリバケツ、新聞・雑誌の束など、足場になるようなものを 

敷地内に置かない。エアコン室外機も、窓の下への設置は極力避ける。 

・センサーライトや防犯カメラを設置する（ホームセンターなどで購入できます！）。 

 

 

 

●窓の強化 

・窓を防犯ガラスに交換する。または、窓に防犯フィルムを貼り付ける。 

・窓に振動や音で反応する警報アラームを取り付ける。 

・補助錠の活用により、出入口や窓には鍵を２つ以上設置する。 

・窓に面格子を取り付ける。また、外出時や就寝時は雨戸を閉めておく。 

犯人は、こんなことを嫌がります！ 

●時間…侵入に時間がかかること（５分以上で諦め、１０分以上でほとんどが退散） 

●光…明るく照らされていること 

●目…顔や姿を見られること 

●音…警報機などの大きな音が鳴ること 

犯人は、家主の鍵かけの習慣や防犯設備のチェックを 

するため、侵入する前に下見を行うそうです。 

あなたの家は、「狙われやすい家」になっていませんか？ 

この機会に、ぜひ見直してみましょう。 


